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望まない最期の迎え方どう思いますか？

⚫ 超高齢独居もしくは老夫婦世帯が
多い奈義町では急に体調不良と
なって救急車搬送に至る例が散見

⚫ ケースによっては救急外来で家族
に【どこまで治療しますか？】が問わ
れる場面がよくみられます

⚫ 心肺蘇生や入院後の胃瘻など何を
どこまでするか本人の意思確認が
できない場面では家族は苦悩します

⚫ 【やって下さい】 【しないで下さい】
どちらも苦しい選択です
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平成26年度 人生の最終段階における医療にかかる相談員の研修会資料





■NEWS アドバンス・ケア・プランニング（ACP）
の愛称を「人生会議」に決定―厚労省 2018/11/30

ACP愛称選定委員会構成員（敬称略、五十音順）
※ ○は座長
○内多勝康（国立成育医療研究センターもみじ
の家ハウスマネージャー、元NHKアナウンサー）
小籔千豊（タレント）
小山薫堂（放送作家、脚本家、京都造形芸術大

学副学長）
鈴木美穂（認定NPO法人マギーズ東京共同代

表理事）
新浪剛史（サントリーホールディングス代表取

締役社長）
樋口範雄（武蔵野大学法学部特任教授）
紅谷浩之（オレンジホームケアクリニック代表）
松原謙二（公益社団法人日本医師会副会長）







ACPにおける家族の２つの役割

⚫ 患者の声を代弁するもの

「患者さん自身はどのようにお考えと
おもわれますか？」

⚫ 患者の事を大切に感じ、世話するも
のとしての意向を表現するもの

「ご家族として、どのようなお気持ちで
しょうか？」

平成28年度人生の最終段階における医療体制整備事業
研修会資料から





ACPに対する奈義町での取り組み

完成したエンディングノートは年齢にかかわらず全２４００
世帯に配布し、説明会を複数回行うだけでなく、介護と演
劇のワークショップを通しての普及活動を開始している。

東洋経済HPから
岡山県奈義町が実現した｢老いを楽しむ｣社会



奈義町版ACP



奈義町版ACP



津山市版ACP



















実際にやってみましょう
（研修会の事例です）

事例は58歳女性 看護師 乳がん・肝転移・肺転移 予後3か月
化学療法（タキソテール等）で1年間頑張ってきたが
食欲低下・倦怠感強く 抗がん剤は1か月前中止

自分としては体力の限界を感じ 好きな食べ物を食べて残りの期間
を過ごしたい

リンデロン（ステロイド）内服開始して 今は食欲が少し出ている状況
夫（56歳会社員）と娘（28歳看護師）は違う抗がん剤をチャレンジし
てはというが自分の気持ちを理解して欲しい

ACPの書類を書いているが 夫と娘にはまだ共有できておらず
友人として 一緒に話すのを手伝って欲しいと依頼された



津山市版ACP
みられましたか？
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